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あなたの毎日をもっと便利に、もっと快適に。
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	 	 また、2009年9月4日付でアライアンス・バーンスタイン株式会社ほか2社の連
名により、当社株式に係る大量保有報告書の変更報告書（報告義務発生日　2009
年8月31日）が関東財務局長に提出されております。当該変更報告書の内容は
以下のとおりです。

株主

保有株券	
等の数	
（千株）

株券等	
保有割合	
（%）

アライアンス・バーンスタイン・エル・ピー 115,669 5.59
アクサ・ローゼンバーグ証券投信投資顧問株式会社 17,394 0.84
アライアンス・バーンスタイン株式会社 6,535 0.32
合計 139,598 6.74

	 	 また、2009年9月17日付でアライアンス・バーンスタイン株式会社ほか2社
の連名により、当社株式に係る大量保有報告書の変更報告書（報告義務発生
日　2009年9月15日）が関東財務局長に提出されております。当該変更報告
書の内容は以下のとおりです。

株主

保有株券	
等の数	
（千株）

株券等	
保有割合	
（%）

アライアンス・バーンスタイン・エル・ピー 94,892 4.58
アクサ・ローゼンバーグ証券投信投資顧問株式会社 17,440 0.84
アライアンス・バーンスタイン株式会社 6,470 0.31
合計 118,803 5.74

	 	 また、2009年10月22日付でアライアンス・バーンスタイン株式会社ほか2社
の連名により、当社株式に係る大量保有報告書の変更報告書（報告義務発生
日　2009年10月15日）が関東財務局長に提出されております。当該変更報
告書の内容は以下のとおりです。

株主

保有株券	
等の数	
（千株）

株券等	
保有割合	
（%）

アライアンス・バーンスタイン・エル・ピー 52,419 2.53
アクサ・ローゼンバーグ証券投信投資顧問株式会社 16,951 0.82
アライアンス・バーンスタイン株式会社 4,137 0.20
合計 73,507 3.55

	 	 	（注）4.記載の大量保有報告書の変更報告書に記載されている当社株式の保有
状況については、当社として実質所有株式数の確認ができておりませんので、
大株主の状況には含めておりません。

	 5.	 2009年8月19日付で日興シティグループ証券株式会社ほか3社の連名により、
当社株式に係る大量保有報告書の変更報告書（報告義務発生日　2009年8月12
日）が関東財務局長に提出されておりますが、2009年9月29日付で日興シティ
グループ証券株式会社ほか3社の連名により、当該変更報告書を取り下げる旨
の訂正報告書が関東財務局長に提出されております。

	 	 また、2009年9月15日付で日興シティグループ証券株式会社ほか2社の連名に
より、2007年11月7日に日興シティグループ証券株式会社ほか2社の連名で提
出され、2007年11月8日に訂正された当社株式に係る大量保有報告書の変更報
告書（報告義務発生日　2007年10月31日）を取り下げる旨の訂正報告書が関東
財務局長に提出されております。

	 	 また、2009年9月15日付で日興シティグループ証券株式会社ほか2社の連名に
より、2009年2月16日に日興シティグループ証券株式会社ほか2社の連名で提
出され、2009年4月30日に訂正された当社株式に係る大量保有報告書の変更報
告書を取り下げる旨の訂正報告書が関東財務局長に提出されております。

	 	 また、2009年9月15日付で日興シティグループ証券株式会社ほか3社の連名に
より、2007年8月13日に日興シティグループ証券株式会社ほか2社の連名で提
出された当社株式に係る大量保有報告書（報告義務発生日　2007年8月6日）の
訂正報告書が関東財務局長に提出されております。当該訂正報告書の内容は
以下のとおりです。

株主

保有株券	
等の数	
（千株）

株券等	
保有割合	
（%）

日興シティグループ証券株式会社 225,736 9.82
日興アセットマネジメント株式会社 9,485 0.41
シティグループ・グローバル・マーケッツ・リミテッド 17,974 0.78
シティグループ・グローバル・マーケッツ・インク 599 0.03
合計 253,796 11.04

	 	 上記保有株券等の数には、新株予約権付社債券の保有に伴う保有潜在株式の数
が合計で229,070千株含まれております。

	 	 また、2009年9月17日付で日興シティグループ証券株式会社ほか3社の連名に
より、当社株式に係る大量保有報告書の変更報告書（報告義務発生日　2007年
8月14日）が関東財務局長に提出されております。当該変更報告書の内容は以
下のとおりです。

株主

保有株券	
等の数	
（千株）

株券等	
保有割合	
（%）

日興シティグループ証券株式会社 231,499 10.07
日興アセットマネジメント株式会社 9,569 0.42
シティグループ・グローバル・マーケッツ・リミテッド 29,173 1.27
シティグループ・グローバル・マーケッツ・インク 7,057 0.31
合計 277,299 12.06

	 	 上記保有株券等の数には、新株予約権付社債券の保有に伴う保有潜在株式の数
が合計で229,495千株含まれております。

	 	 また、2009年9月17日付で日興シティグループ証券株式会社ほか3社の連名に
より、当社株式に係る大量保有報告書の変更報告書（報告義務発生日　2007年
8月17日）が関東財務局長に提出されております。当該変更報告書の内容は以
下のとおりです。

株主

保有株券	
等の数	
（千株）

株券等	
保有割合	
（%）

日興シティグループ証券株式会社 228,956 9.96
日興アセットマネジメント株式会社 9,515 0.41
シティグループ・グローバル・マーケッツ・リミテッド 11,876 0.52
シティグループ・グローバル・マーケッツ・インク 0 0.00
合計 250,348 10.89

	 	 上記保有株券等の数には、新株予約権付社債券の保有に伴う保有潜在株式の数
が合計で229,495千株含まれております。

	 	 また、2009年9月17日付で日興シティグループ証券株式会社ほか3社の連名に
より、当社株式に係る大量保有報告書の変更報告書（報告義務発生日　2007年
10月31日）が関東財務局長に提出されております。当該変更報告書の内容は以
下のとおりです。

株主

保有株券	
等の数	
（千株）

株券等	
保有割合	
（%）

日興シティグループ証券株式会社 237,087 10.32
日興アセットマネジメント株式会社 9,736 0.42
シティグループ・グローバル・マーケッツ・リミテッド 6,340 0.28
シティグループ・グローバル・マーケッツ・インク 52 0.00
合計 253,216 11.02

	 	 上記保有株券等の数には、新株予約権付社債券の保有に伴う保有潜在株式の数
が合計で227,451千株含まれております。

	 	 また、2009年10月8日付でシティグループ証券株式会社ほか2社の連名によ
り、当社株式に係る大量保有報告書の変更報告書（報告義務発生日　2009年10
月1日）が関東財務局長に提出されております。当該変更報告書の内容は以下
のとおりです。

株主

保有株券	
等の数	
（千株）

株券等	
保有割合	
（%）

シティグループ証券株式会社 222,755 9.72
シティグループ・グローバル・マーケッツ・リミテッド 1,610 0.07
シティグループ・グローバル・マーケッツ・インク 0 0.00
合計 224,366 9.79

	 	 上記保有株券等の数には、新株予約権付社債券の保有に伴う保有潜在株式の数
が合計で222,222千株含まれております。

	 	 なお、2010年6月7日付でシティグループ証券株式会社ほか2社の連名により、
当社株式に係る大量保有報告書の変更報告書（報告義務発生日　2010年5月31
日）が関東財務局長に提出されております。当該変更報告書の内容は以下のと
おりです。

株主

保有株券	
等の数	
（千株）

株券等	
保有割合	
（%）

シティグループ証券株式会社 111,323 5.10
シティグループ・グローバル・マーケッツ・リミテッド 450 0.02
シティグループ・グローバル・マーケッツ・インク 2 0.00
合計 111,776 5.12

	 	 上記保有株券等の数には、新株予約権付社債券の保有に伴う保有潜在株式の数
が合計で111,111千株含まれております。

	 	 	（注）5.記載の大量保有報告書の変更報告書及び訂正報告書に記載されている
当社株式の保有状況については、当社として実質株式数の確認ができており
ませんので、大株主の状況には含めておりません。

本社事務所所在地：	〒105-7123
	 東京都港区東新橋一丁目5番2号
	 汐留シティセンター
	 TEL：03-6252-2220（代表）
株主名簿管理人：	三菱UFJ信託銀行株式会社
	 〒100-8212	
	 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
上場証券取引所：	国内：東京、大阪、名古屋
	 海外：ロンドン
独 立 監 査 人：	新日本有限責任監査法人
お問い合わせ先：	ご質問などは下記までご連絡ください。
	 富士通株式会社　広報IR室
	 TEL：03-6252-2173
	 FAX：03-6252-2783

下記サイトからもお問い合わせいただけます。
URL：http://pr.fujitsu.com/jp/ir/

本アニュアルレポートに記載されている会社名・商品名は各社の商標または登録商標です。
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8 : 00 am

11 : 10 am

London

ToKYo

7 : 00 am
new YorK

Starting the day with fresh, 
safe food
食卓に並ぶ新鮮な果物や野菜。
安心で安全な食事ができるよう、食品
が生産者から消費者に届けられるま
で、富士通は原産地、配送時間や賞味
期限など、ICT*を使った履歴管理を実
現し、食の安全に貢献しています。
*  ICT：Information and Communication Technology
（情報通信技術）

A check-up at the hospital
診療や投薬の記録など、大事な情報を
紙に替わって電子データで管理する電
子カルテシステム。
医療機関同士の電子カルテ連携の取り
組みも進めており、質の高い一貫した
地域医療体制を整備して、安心して暮
らせる社会の実現に貢献しています。

富士通はICTを活用して、駐機スペースの管理や空港内での航空機の移動支援を行っています。空港施設の

効率的な運用で、24時間365日、安全で快適な空の旅をサポートしています。

On schedule for take-off
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1 : 00 pm
London

テクノロジーソリューション／
サービス

030ページへ

Shaping 
     Your Every Day

あなたの毎日をもっと便利に、もっと快適に。
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富士通館林システムセンター新棟

1 : 30 pm
2 : 30 pm

SYdneY
TATeBAYASHI (JAPAn)

The most precious things in life
料理やお風呂、植木への水遣りに、言
うまでもなく生活に不可欠な水。
富士通はICTを用い、検針・請求などの
水道料金管理や水道パイプの品質管理
といった水道事業を支える情報分野を
幅広く支援し、安全でおいしい水の供
給に貢献しています。

A platform for the future
富士通グループは世界中にデータセン
ターを約90ヵ所持っており、今後も増
やす計画です。グループ全体でグロー
バルなクラウド・コンピューティング
基盤を整備し、来るクラウド時代を前
に、ますます増える見込みの需要に応
えていきます。

1 : 00 pm
London

スーパーマーケットなどをはじめ小売業で幅広く使われているPOSシステム。

商品をレジでピッと識別するたびに蓄積される販売データを元に、例えば天候に応じた売れ筋商品の入荷

を行うことなどが可能となり、快適な売り場づくりをバックアップしています。

Smart shopping
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Shaping 
     Your Every Day

あなたの毎日をもっと便利に、もっと快適に。

3 : 00 pm
ToKYo

ユビキタスプロダクト 
ソリューション

038ページへ
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5 : 00 pm

6 : 00 pm
wASHIngTon d.C.

frAnKfurTA safe trip home
道路状況を常に把握して、例えばセン
サーでほかの車両との過度な接近や前
方にある障害物を察知し、警報を鳴らし
て危険をお知らせするなど、あなたの
安全運転をバックアップしています。

The night is young
「これから食事なのにお金がない！」

そんなときはATMの出番です。富士通
は、ATM本体の製造やアプリケーショ
ンの開発だけでなく、稼動状況の監視
や入出金管理など運用保守面まで含め
たトータルなATMサービスを提供し、
便利で快適なライフスタイルを支えて
います。

3 : 00 pm
ToKYo

富士通は、ディスプレイとキーが分離するセパレートケータイを世界で初めて開発しました。ディスプレ

イを見ながら通話できたり、リモートでカメラのシャッターを切れたり…これまでの携帯電話の常識を

超え、使い方の幅が広がりました。

Talk and read—a new style of communication
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Shaping 
     Your Every Day

あなたの毎日をもっと便利に、もっと快適に。

7 : 00 pm
Hong Kong

デバイスソリューション
042ページへ
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8 : 30 pm

11 : 00 pm

oSAKA

ToKYo

ICT on night watch
夜間もオフィスビル、庁舎、学校、工
場内などの電力・空調・防災設備など
各種設備機器をコンピュータ制御。み
んなが帰宅してからも、異変が起きて
もすぐわかるようにしっかりと見守っ
ています。

Making plans for tomorrow
「明日は晴れるかな…。」

富士通は、正確な天気予報があなたの
もとに届くよう、降水量や気温などの
気象情報を24時間365日、リアルタイ
ムに観測・収集して計算、配信するシ
ステムを支えています。

パソコン、携帯電話、デジタルカメラ…。

生活にもはや不可欠となっ たこれらの製品は、電子デバイスの発展に支えられて、飛躍的な高性能化を

遂げてきました。これからもより便利で快適なデジタルライフを実現していきます。

7 : 00 pm
Hong Kong

Behind the scenes, digital devices
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富士通の新たな約束「shaping tomorrow with you」

　ブランドプロミスとは、お客様へどのような価値を提供し、お客様へ何を

約束するかを表現するものです。

　富士通グループの新しいブランドプロミス「shaping tomorrow with you」

は、「お客様とともに成長する」「長期的なパートナーシップを大切にする」

「ICTの力で社会の未来を切り拓く」というグループ全体の声・強い想いから

誕生しました。

　富士通グループは現在、およそ60ヵ国約540社でビジネスを展開し、約

17万人の社員が働いています。今回のブランドプロミスによって、全世界

のグループ社員一人ひとりが実際の行動として、製品、サービス、サポート

ほか、あらゆる事業領域に「shaping tomorrow with you」を具現化していく

ことで、よりいっそう、魅力ある会社を目指します。

　今後も富士通グループは、真のグローバル企業として変革していくため、

全世界における「FUJITSU」ブランドの強化に取り組んでまいります。
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